
様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１）  

 

警 察 署 協 議 会 会 議 録 

門司警察署協議会 

 

開催年月日時 
 令和４年１２月７日  午後４時３０分 から 

 令和４年１２月７日  午後５時３０分 まで 

 

  

 
開 催 場 所        福岡県門司警察署３階大会議室 

 

 

出 席 者        

警察署協議会 会長以下９名 

 

  

 

警 察 署        
署長、副署長、会計管理官、総務課長、生活安全

課長、地域課長、刑事課長、警備課長、交通課長 
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【会長挨拶】（要旨） 

○ 忙しい中、第３回門司警察署協議会に出席いただき、御礼申し上げる。 

○ 私どもが、このプロフェッショナルの方々に素人の視点から質問、意見する 

ことは、プロフェッショナルの方々にとっても刺激になると思うので、活発に 

意見を出し、有意義な時間にしていただきたい。 

 

【署長挨拶】（要旨） 

○ 本日、年末の忙しい中御出席賜り、心から御礼申し上げる。 

○ ８月上旬に予定していた第２回協議会については、新型コロナウイルス感染

者急増のため書面開催となり残念だったが、本日こうして開催できることは喜

ばしい。 

○ ６月１日の第１回協議会以降、関門海峡花火大会や観測史上最大と言われた

台風１４号の襲来があったが、大きな事故や甚大な被害もなかった。 

○ しかしながら、当署管内において３件の死亡事故が発生し、３名の尊い命が

失われた。 

○ 本日の協議会では、交通課長から交通事故の発生状況や取締り検挙状況のほ

か、交通安全への取組等について御報告させていただく。 

○ １２月１１日から交通安全県民運動が開催される。 

  気忙しい年末を迎えるが、皆様におかれても心に余裕を持った運転や、御家

族、同僚、近隣の方へ交通安全への啓もうをしていただくとありがたい。 

○ 皆様から、お気付きになられた点や、忌憚のない御意見を賜りながら今後の 

業務運営に反映させていきたいので、よろしくお願いしたい。 

 

【報告事項等】 

１ 交通事故の抑止に向けて（交通課長） 

  ⑴ 人身交通事故の発生状況等 

    県下、門司署管内の発生件数。管内における発生時間・場所等の特徴。 
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⑵ 管内において発生した死亡事故の概要 

⑶ 交通事故抑止に向けた取組 

 ア 交通指導取締り 

 イ 交通安全教育 

 ウ 交通規制 

⑷ 飲酒運転の撲滅 

⑸ 殉職・受傷事故の絶無 

 

【質疑・意見・要望等】 

○ 委員から、 

一人暮らしの高齢者が増え、買い物等で外出する必要があるが、バスの減便 

などから運転する方が増えたと思う。 

先日も、対向車に真直ぐ向かっていくような運転をする方や、横断歩道のな 

い道路を横断する方、横断歩道を信号無視して横断する方を見かけた。 

通学時の見守りボランティアの中には、旗で車を止めようとする方もいる。 

ボランティアの方の身の安全のためにも、講習などの機会を設けていただき 

たい。 

市民センターでは、警察の協力を得て高齢者に対する交通安全講話などを行 

っているが、今後ともよろしくお願いしたい。 

旨の意見があり、交通課長から 

警察では、高齢者等に対し、補償運転という、夜間や雨天の運転をしないよ 

うにして、事故のリスクを減らす運転を広報、推進している。 

また、ドライビングスクールで実車を使った訓練なども行っている。 

旨回答した。   

○ 委員から、 

横断歩道で通学時の見守りをするボランティアの方がいるが、交通量の多い 

地区では、非常に熱心に取り組まれている方が多くいる。 

年に１回でもよいので、そのようなボランティアの方々と警察や行政が一緒 

に何か行う機会があってもよいではないかと思う。 

旨の意見があった。 

 ○ 委員から 

飲酒運転をするドライバーは、そもそもアルコール依存症なのか、それとも 

飲酒運転を悪いと思っていない人なのか。 

  旨の質問があり、交通課長から 

経験則になるが、アルコール依存症と診断を受けている人と限らない。 

平素の飲酒状況を聞けば、アルコール度数の高い酒を多く飲んでいるという 

ことがあり、傾向として、依存症予備軍ではないかと思われる。 

飲酒運転をした者に対しては、医療機関を受診するよう命令がなされるの 

で、県や医療機関と連携を図っている。 

旨回答した。 
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○ 委員から、 

子ども達が安心して登下校するためには、事故防止につながる安全運転をす 

ることだと思う。 

パトカーの赤色灯を見せるだけで、他のドライバーは安全運転すると思うの 

で、パトロールをお願いしたい。 

また、飲酒運転撲滅のため、取締り強化を継続してお願いしたい。 

旨の意見があった。 

 ○ 委員から、 

高齢者は運転免許更新時の認知機能検査を受けるが、実車での検査の際、ポ 

ールへの接触や脱輪等をする方もいる。 

その方は、車の大きさが違うと言っていたが、やはり車の運転は気を付けな 

ければ怖いものだと思った。 

旨の意見があった。 

○ 委員から、 

様々な意見があるが、本協議会で聞けなかったことについても、あらゆる機 

会を通じて各課長等との意見交換をお願いする。 

  旨の意見があった。 

 

【閉会】（総務課長） 

 以上で、令和４年第３回門司警察署協議会を閉会する。 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 


